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抄録 本研究は小学校算数科において，数学的な見方・考え方を働かせ，発展的に考える児童を育て

る授業の在り方を探ったものである。児童に「なぜだろう」「はっきりさせたい」などの問いを持たせ

るために，児童の思考過程を予測し，問題提示の順番を工夫した。また，既習の内容を振り返るため

に，思考過程や得られた結果について問い返しの発問をしたり，思考過程を可視化したりした。その

結果，児童の思考が整理されることで，数学的な見方・考え方を働かせて，発展的に考えていく児童

の姿が見られるようになった。 

 

 

 

Ⅰ はじめに 

１ 主題設定の理由 

 小学校学習指導要領(平成29年告示)の算数科の

目標では「数学的な見方・考え方を働かせ，数学

的活動を通して，数学的に考える資質・能力を育

成する」１と示されている。さらに，基礎的・基

本的な数量や図形の性質などを見いだし統合的・

発展的に考察する力を養うことが求められている。 

 平成31年度仙台市標準学力検査および仙台市生

活・学習状況調査では，問題を正しく把握して数

直線の図に表したり，それを活用して立式したり

することに課題が見られると示された。 

これまでの自分の実践を振り返ると，二つの課

題が挙げられる。一つ目は，提示した問題に対し

て問いを持たせることができなかったため，何を

解決していくのか見通しを持たせることができな

かったことである。二つ目は，児童の中にある既

習の知識及び技能を引き出すことができず，系統

性を意識した指導ができなかったことである。  

以上のことから，問いを見いだし，数学的な見

方・考え方を働かせながら，解決していく過程を

積み重ねていくことで，既習の知識及び技能が統

合されていき，発展的に考えることができる児童

を育てていけるのではないかと考えた。 

そこで本研究では，児童が目的を明確にして，

意欲的に問題解決に取り組むことができるように

するために，児童の既習の内容や経験とのずれや

矛盾から，問いを持たせる導入の工夫を行ってい

く。また，数学的な見方・考え方を働かせて解決

した学習内容が，既習の知識及び技能とどのよう

につながっているのか，他でも適用できるのかな

ど発展的に考えられるように，振り返りの工夫も

行っていく。問いを持たせ，問題解決の思考過程

について問い返しの発問をし，可視化しながら振

り返らせることで，数学的な見方・考え方を働か

せ，発展的に考えることができる児童の育成を目

指していく。 

以上のように，問いを持たせる導入と振り返り

の工夫を通して，数学的な見方・考え方を働かせ，

発展的に考える児童を育てていきたいと考え，本

主題を設定した。 

２ 研究の基本的な考え方 

(１) ｢数学的な見方・考え方を働かせる｣とは 

 数量や図形及びそれらの関係などに着目し，目

的に応じて，既習の知識及び技能を関連付けて考

えようとすることと捉える。 

(２) ｢発展的に考える｣とは 

思考過程を振り返り，条件を変えたり，他でも

適用したりするなど考察の範囲を広げていくこと

と捉える。 

(３) ｢問いを持たせる｣とは 

与えられた問題に対して，「なぜだろう」「はっ
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きりさせたい」など，何をしなければならないの

か目的を明確に持たせたり，問題を自分自身の問

題として捉え，自分の力で解決したいという思い

を持たせたりすることと捉える。 

 

Ⅱ 研究のねらい 

問いを持たせる導入と振り返りの工夫を通して，

数学的な見方・考え方を働かせ，発展的に考える

児童を育てる算数科授業の在り方を探る。 

 

Ⅲ 研究の視点と手立て 

＜視点１＞ 問いを持たせる導入の工夫 

(１) 問いを引き出す問題提示(手立てＡ) 

日常の事象や数学の事象を発問や対話を通して，

着目するべき数量関係を捉えられるように提示し

ていく。児童の感覚的なずれや矛盾を感じさせて

いくことで，「なぜだろう」「はっきりさせたい」

などの問いを引き出していく。問いを持たせるこ

とで，目的を明確にし，見通しを持って問題解決

に取り組むことができるようにする。 

＜視点２＞ 振り返りの工夫 

(１) 既習の内容を引き出す問い返しの発問 

(手立てＢ) 

問い返しの発問をすることで既習の内容を想起

させ，それを基に働かせる数学的な見方・考え方

を全体共有していく。そこから，既習の知識及び

技能を統合し，主体的に問題解決に取り組み，考

察の範囲を広げていくことができるようにする。 

(２) 思考過程の可視化(手立てＣ) 

児童の疑問や発言，問題解決までの思考過程を

黒板に表現していく。児童が黒板やノートの記述

を通して，自分の考えを整理しながら振り返るこ

とで，数学的な見方・考え方を働かせ，考察の範

囲を広げていくことができるようにする。 

 

Ⅳ 研究の概要 

１ 実態調査 

(１) 計画 

実態調査を表１のとおり実施した。 

表１ 実態調査計画 

ねらい 児童の実態を確認し，授業実践に生かす。 

対象 
仙台市立榴岡小学校 

第４学年 75名 第５学年 74名 

方法 レディネス調査 

内容 前学年までの既習の理解，定着の把握 

調査日 
第４学年 令和３年 10月２日 

第５学年 令和３年 11月２日 

(２) 結果及び考察 

前学年までの倍の計算の理解，定着の実態把

握をするために，レディネス調査を行った。 

 

 

 

 

 

 

図１ 第４学年 比較量，基準量，割合を求める問題 

 

 

 

 

 

 

図２ 第５学年 割合を求める問題 

図１，図２より自ら数量関係を捉え，図に表現

できる児童は，22/149 人(15%)と少ない。誤答と

無回答の児童も 59/149 人(40％)見られる。また，

図１の誤答と無回答だった児童 17 人に対して，

問題文と問題構造を表す図を一緒に出題したとこ

ろ，8/17人(47％)が全ての問題において，正答す

ることができた。 

誤答と無回答だった児童については，数量関係

を明確に捉えることができなかったため，正答に

いたらなかったと考えられる。数量関係を明確に

捉えることができるようにするためには，数とそ

の表現や関係に着目し，問題構造を図や式，言葉

を用いて表現することが必要であると考える。 

以上のことから，数学的な見方・考え方を働か

せて，考察の範囲を広げていくことができるよう

に，着目するべき数量関係を捉えさせる工夫と，

問題解決の思考過程を振り返り，図や式，言葉を

用いて表現させる工夫が必要であると考える。  
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２ 授業実践の概要 

(１) 実践１ 

実践１を表２のとおり実施した。 

表２ 実践指導計画 

対象 仙台市立榴岡小学校 第４学年２クラス 

実施期間 令和３年 10月４日～10月７日 

単元名 「倍の見方」(東京書籍「新しい算数４上」) 

次 時 ねらい 主な学習活動 手立て 

第

１

次 

倍

の

見

方 

１ 倍を求めるには，
除法を用いればよい
こと，比較量を求め
るには乗法を用いれ
ばよいことを理解
し，図を用いて倍の
意味を考えることが
できる。 

・基準量の何倍かを
求めるには除法を
用いればよいこと
をまとめる。 

・基準量の何倍かに
あたる量を求める
には乗法を用いる
ことを押さえ，数
量の関係をまとめ
る。 

Ａ 

２  基準量を求めるに
は，□を用いて乗法
の式に表し，除法を
用いて□を求めれば
よいことを理解し，
図を用いて基準量の
求め方を考えること
ができる。 

・数量関係を数直線
を基に考え，□を
用いて乗法の式に
表す。 

・□にあてはまる数
を求めるには，除
法を用いるか，数
をあてはめて調べ
るかをすればよい
ことを押さえる。 

Ａ 

３ 差による比較のほ
かに，割合を使って
も比較できることを
理解し，割合を用い
て比較する方法の妥
当性を図や式を用い
て考えることができ
る。 

・どちらのゴムがよ
く伸びるかを考え
る。(連続量の場面) 

・比例関係を顕在化
させ，ゴムの伸び
具合を数量の関係
に着目して比べる
ことができる。 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

４ 割合を使って二つ
の数量の関係の比べ
方を図や式を用いて
考えることができ
る。 
 

・どちらの方が値上
がりしたのかを考
える。(離散量の場
面) 

・ある数量と数量の
関係と別の数量と
数量の関係に着目
して比べることが
できる。 

Ｂ 

Ｃ 

(２) 実践２ 

実践２を表３のとおり実施した。 

表３ 実践指導計画 

対象 仙台市立榴岡小学校 第５学年２クラス 

実施期間 令和３年 11月 29日～12月 10日 

単元名 
「単位量あたりの大きさ」 
(東京書籍「新しい算数５下」) 

次 時 ねらい 主な学習活動 手立て 

第

１

次 

異

種

の

二

つ

の

量

の

割

１ 面積と人数のどちら
もそろっていないとき
の混み具合の比べ方に
ついて考えることがで
きる。 

・面積と人数がそろ
っていない場合
は，どちらかをそ
ろえればよいこと
を考える。 

Ａ 

２ 面積と人数のどちら
もそろっていないとき
の混み具合の比べ方に
ついて考えることがで
きる。 

・「そろえる」ため
には，二つの量に
比例関係を認め，
仮定する必要があ
ることに気付かせ
る。 

Ｂ 

３ 人口密度を比べるこ
とを通して，単位量当
たりの大きさを使った
比べ方が，分かりやす
い比べ方であることを

・北海道と沖縄，宮
城県の人の混み具
合を比べる。 

Ａ 

Ｂ 

合 理解することができ
る。 

４ 学んできた異種の二
つの量の割合の比べ方
が，混み具合を考える
以外の場面でも使うこ
とができることを理解
することができる。 

・米のとれ具合を，
単位量当たりの大
きさを用いて調べ
る。 

 

Ｂ 

Ｃ 

第

２

次 

速

さ 

５ 速さを比べる場面で
も，学んできた異種の
二つの量の割合の比べ
方を使うことができる
ことを理解し，図や式
を用いて考えることが
できる。 

・速さを決めるため
に必要な量につい
て考える。 

・時間と距離の間の
比例関係につい
て，数直線の図や
式を使って考え
る。 

Ａ 

６ 速さを比べるときも
単位量当たりの大きさ
を使った比べ方が，分
かりやすい比べ方であ
ることを理解すること
ができる。 

 

・単位量当たりの大
きさを使っている
ことを統合的に
「そろえる」とい
う考え方で捉え
る。 

・時速・分速・秒速
の意味を知り，理
解する。 

Ａ 

Ｂ 

７ 道のりを求めること
を通して，道のりを求
める公式を理解するこ
とができる。 

・ツバメの速さと時
間から道のりの求
め方を考える。 

Ｂ 

Ｃ 

８ 速さと道のりから時
間の求め方について考
えることを通して，道
のりを求める公式にま
とめることができるこ
とを理解することがで
きる。 

・台風の速さと道の
りから時間の求め
方を考える。 

・デジタルコンテン
ツを活用する。 

Ｂ 

Ｃ 

第

３

次 

活

用 

９ 身の回りで使われて
いる単位量当たりの大
きさを調べ，学習内容
を適切に活用して筋道
を立てて考え，問題を
解決することができ
る。 

・身の回りで使われ
ている単位量当た
りの大きさについ
て調べ，単位量当
たりの大きさが使
われるよさについ
て考える。 

・Chromebookを活用
する。 

Ｃ 

10 単位量当たりの大き
さを使った比べ方を活
用して，事象を数理的
に捉え論理的に考察
し，問題を解決するこ
とができる。 

・雷の音が伝わる速
さについて，単位
量当たりの考えを
活用して解決す
る。 
 

Ｃ 

11 学習内容の定着を確
認する。 

(評価テスト) 

  

３ 授業実践の内容と結果及び考察 

＜視点１＞ 問いを持たせる導入の工夫 

(１) 問いを引き出す問題提示(手立てＡ) 

① 内容 

 単元の導入場面では，生活の事象や数学の事象

を，数量関係に着目して捉えることができるよう，

児童の思考過程を予測し，提示の順番を工夫した。 

〇実践１：第４学年「倍の見方」３／４時間目 

「よく伸びる」という感覚をつかませるために，

長さと伸び具合が違う白とオレンジの２種類の輪

ゴムを一人一人に用意した。白の輪ゴムの方がオ

レンジの輪ゴムよりも短いが，実際に触ってみる

と「よく伸びる」ことを実感させた。その後，伸
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ばした後の長さを数値で示し，触って感じた伸び

具合と，数値で表した伸び具合に感覚的なずれが

生まれ，児童の「なぜだろう」という問いを引き

出した。 

〇実践２：第５学年「混み具合」１／10時間目 

 

 

 

 

図３ 混み具合を考えるための導入 

「混んでいる」という感覚は，児童によって異

なる。さらに，「混んでいる」という状況を捉え

るには，面積と人数の二つの量が必要になる。そ

こで，第１時では，始めに「混んでいる」という

状況の共通理解を図るために，図３のＡ，Ｂの場

面を提示した。どちらが混んでいるのか意見が分

かれることが予測されるので，次に，具体物でＡ，

Ｂの場面も黒板に提示した(図４)。 

             図４のＢの場面で，

意図的に教師が具体

物の場所を動かすこ 

図４ 具体物での提示    とで，「移動させて， 

ならして考える」ことに気付かせ，「はっきりさ

せたい」という問いを引き出した。 

② 結果 

〇実践１：第４学年「倍の見方」３／４時間目 

 児童は，実際に触った感覚で「白の輪ゴムがよ

く伸びる」と話し合っていた。伸ばす活動を行う

中で，図５の C1 児から「伸ばした後の長さが知

りたい」という発言があり，数値を提示した。児

童は白の輪ゴムの方が伸ばした後の長さの方が長

いだろうと予想していたが，提示された長さは，

オレンジの方が長かったため，C3児のような問い

を引き出すことができた。 

 

 

 

図５ 授業記録(実践１第３時) 

 児童が感覚的なずれを感じたことで，「だった

ら伸ばす前の長さも知りたい」と必要な条件を見

いだす様子が見られた。 

〇実践２：第５学年「混み具合」１／10時間目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 授業記録(実践２第 1時) 

Ａが混んでいると考える児童(23人)とＢが混ん

でいると考える児童(17人)に意見が分かれた。図

６は，理由を述べながら自分の考えの確かさを発

言している授業記録である。話し合いの中から

「ならして」考えるという発言が見られなかった

ため，教師が黒板に提示していた具体物(図４)を

少し移動させたことで，児童の考え方が変化した

(図７)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 授業記録(実践２第１時) 

児童の考えを「Ａの方が混んでいる」に変化さ

せていったことで，「はっきりさせたい」という

問いを引き出した。 

③ 考察 

実践１では，伸ばした後の数値を先に提示する

ことで，児童の感覚的なずれを感じさせ「なぜだ

ろう」という問いを引き出すことができた。 

C１：伸ばした後の長さが知りたい。 
T１：オレンジは 60㎝，白 45㎝です。 
C１：え？ 
C３：白の方が伸びると思ったのに。 

C８：先生動かしちゃだめ。 
C９：Ａは全体的にちらばっているけど，Ｂは

半分の中で８人で，Ａは全部で９人だか
らＢが混んでいる。 

 
C10：Ａはちらばっているけど，Ｂも動かして

ちらばせれば，どっちも間隔が空くの
で，数が多いＡが混んでいる。 

C11：なるほど。 
C12：動かしてみるといいんだ。 
C13：動かして考えれば，さっきまでＢが混ん

でいると思っていたけど，Ａの方が混ん
でいると思います。 

 
 

C１：はじめはＢが混んでいると思ったけど，
ウサギの数を数えたら，９匹と８匹だか
らＡの方が混んでいます。 

C２：同じ小屋に９人と８人だと，人数が多い
方が混んでいるからＡが混んでいます。 

C３：Ａの方が９匹でいろんな所にいて，Ｂは
１カ所にいるから，Ａの方が分散されて
いるからＡが混んでいる。 

 
C４：Ｂは１か所に集まっているから混んでい

ます。 
C５：Ａはウサギが全然離れているから，Ｂは

全然離れていないからＢが混んでいる。 
C６：Ａの方がまばらになっていて，Ｂの方が

ぎゅってなってるからＢが混んでいる。 
C７：Ａの方は間隔があるけど，Ｂの方は半分

しか使っていないからＢが混んでいる。 
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実践２では，「混んでいる」という児童の感覚

的な違いから，意見が分かれることを想定して，

始めに図３のような二つの場面を提示した。次に，

児童の中から「ならして考える」という考えが出

てこないことも予測し，図４のように黒板にも具

体物を提示した。さらに，教師がその具体物を意

図的に動かしたことで，どちらが混んでいるのか

「はっきりさせたい」という問いを引き出すこと

ができた。 

このように単元の導入場面において，児童の思

考過程を予測し，問題提示の順番を工夫したこと

で，問いを引き出すことができた。児童に問いを

持たせたことで，目的が明確になり，見通しを持

って問題解決に取り組ませることができ，効果的

だったと考えられる。 

＜視点２＞ 振り返りの工夫 

(１) 既習の内容を引き出す問い返しの発問 

(手立てＢ) 

① 内容 

単元計画の第１時から第２時に見いだした「そ

ろえて比較する考え方」や「比例していると考え

て単位量当たりの大きさで比較する考え方」を大

切な考え方として押さえた。その後の学習では，

問い返しの発問をしながら振り返らせ，既習の内

容を引き出した。 

〇実践２：第５学年「混み具合」２／10時間目 

第１時の学習で，混み具合は「ならして考える」

ことと，面積が同じならそこに入っている人数で

比べることを押さえた。 

第２時では，混み具合には面積と人数の二つの

量が必要なことを想起させるため，図８の場面を

提示した。 

 

 

 

 

図８ 混み具合の導入場面 

図８の場面から，マット１枚当たりの人数で比

較する方法を見いださせた。そして，その根拠を

問い返すことで，既習の内容である比例の考え方

を引き出した。 

② 結果 

〇実践２：第５学年「混み具合」２／10時間目  

図８を提示したときの児童の反応が，図９の授

業記録である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 授業記録(実践２第２時) 

始めは人数にしか注目していないが，対話や発

言を繰り返していく中で，目線が面積に移る児童

(C10)が出てきた。教師が意図的にその発言を取

り上げたこと(T４)で児童の目線が，人数と面積

に向いていった。 

児童の発言を整理していくために「何が同じか」

(T１,T２)と問い返しの発問をしたことで，児童

は前時の学習を想起し，マットの枚数と人数に着

目していった(図 10)。 

 

 

 

 

 

 

図 10 授業記録(実践２第２時) 

T１：どんな感じだった？ 
C１：密。 
C２：笑ってた。 
C３：12人いる。 
C４：３列あった。 
C５：一列 4人の列が３つあった。 
C６：上を向いている。 
T２：Ａがあったってことは？ 
C７：Ｂがある。多いのか，少ないのか。 
T３：どんな感じだった？ 
C８：一列６人 
C９：一列６人じゃないよ。５人だよ。 
C10：場所も違う。 
T４：いいところに気付いてきたね。 
C11：Ａの方は，青と白いマットで，Ｂの方

は，左が青で，真ん中が白で，右が青に
なっていた。 

C12：本当だ！ 
C13：一つ増えている。 
C14：青が増えている。 
C15：どっちも人数は同じ。 
C16：そうだ。同じ人数だ。 
T５：人数は同じだけど，Ａが密って言ってた

から，Ｂも密？ 
C17：密じゃない。 
C18：Ｂは散らばっている。 
C19：Ａが狭いから，密になっている。 

C１：Ａはマットが２枚，Ｂは３枚。 
T１：こっちは何が同じ？ 
C２：人数。 
C３：だから，マットの数で比べる。 
C４：マットが少ない方が，混んでいる。 
T２：こっちは，何が同じ？ 
C５：広さ。 
C６：だから，人数で比べる。 
C７：人数が多い方が，混んでいる。 
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児童は，「そろえて比較する考え方」を振り返

り，人数も面積もそろっていない場合は，人数か

面積のどちらかをそろえれば比べられるという見

通しを持つことができた。これまでの対話や着目

してきた数値から，マット 1 枚当たりの人数で比

べればよいという単位量当たりの大きさの考え方

と，既習の内容である公倍数の考え方を用いて，

マットの枚数を最小公倍数の６枚にそろえる考え

方が出てきた(図 11)。 

 

  

 

 

 

 

 

図 11 児童のノート記述 

そこで「本当に公倍数を用いて考えていいのか」

問い返しの発問をした。児童は，黒板を使って

「マットの枚数を２倍，３倍にすると，人数も２

倍，３倍になるから，公倍数の考え方をしてもい

い」と説明し，そこから比例の考え方を認めるこ

とができた。 

 比例の考えを想起させたことで，２倍，３倍だ

けでなく，1/2 倍，1/3 倍も認めることができ，

単位量当たりの大きさの考え方も，既習の内容で

ある比例の考え方を生かして理解することができ

た。さらに，そろえるという考え方から「だった

ら，一人当たりのマットの広さで比較することも

できるのではないか」と考察の範囲を広げて考え

られる児童も見られた(図 12)。 

 

 

 

図 12 混み具合を考えるための考え方 

③ 考察 

児童の表現に対して問い返しの発問をすること

で，最初は曖昧だった考えが，少しずつ明確にな

ったり，深まったりした。図 10 の「何が同じか」

(T１，T２)と問い返したことで，これから学習す

る新しい内容と既習の内容が結び付き，「そろえ

て比較する考え方」に気付かせることができた。

また，児童が問題解決をした後で「本当に公倍数

を用いて考えていいのか」と問い返すことで，既

習である「比例していると考える」という数学的

な見方・考え方を引き出すことができた。 

このように，思考過程や得られた結果に対して

教師が問い返しの発問をすることで，児童は既習

の知識及び技能に気付き，既習の内容と新しい学

習内容とを結び付けることができた。既習の内容

を振り返ることで，働かせるべき数学的な見方・

考え方が明確になり，児童の既習の知識及び技能

が統合され，主体的に問題解決に取り組むことが

できた。さらに，統合的に考えていくことで，考

察の範囲を広げ発展的に考える上でも効果的だっ

たと考えられる。 

 (２) 思考過程の可視化(手立てＣ) 

思考過程に沿って児童の疑問や発言なども表現

しながら，数学的な見方・考え方の働かせ方を捉

えられるようにした。黒板を参考にして表現する

ことから始めさせ，少しずつ写すだけではなく，

自分の考えを入れながら表現できるように継続的

に指導した。 

① 内容 

〇実践１：第４学年「倍の見方」(表２参照) 

絵やテープ図，数直線の図と式，言葉を関連付

けながら思考過程を可視化し，二つの数量関係を

倍として捉えられるようにした。     

〇実践２：第５学年「単位量あたりの大きさ」

(表３参照) 

速さの学習では時間と距離が比例していると考

え，数量関係を数直線の図を活用して可視化し，

立式の根拠を捉えることができるようにした。 

② 結果 

〇実践１：第４学年「倍の見方」 

第１時では，教師が問題提示を絵で表現したた

め，児童は絵で表現する方法を参考にしていた。

第２時からは，提示の仕方をテープ図や数直線の

図に変化させていったところ，図 13 のように児

童も数直線の図や言葉で表現するようになった。 
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テープ図や数直線の図，式，言葉で表すことで，

数量関係が捉えやすくなり，根拠を基に思考過程

を分かりやすく説明することができるようになっ

た。さらに，絵で表現することは，簡単で分かり

やすいが時間が掛かり，大きい数になったとき表

現できないことに気付くことができた。 

〇実践２：第５学年「単位量あたりの大きさ」 

学習を通して，比例する二つの量を用いて，式

だけで問題解決をすることができる児童が見られ

るようになってきた。しかし，数値が何を表して

いるのかを理解せず，形式的に立式してしまう様

子が見られた(図 14)。 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 式と図が一致せず混乱している D児の様子 

そこで，式だけを児童に提示し，その数値が何

を表しているのかを振り返らせた。児童は，数直

線の図を基に説明ができるようになり，説明を聞

いている児童は，自分の思考過程を振り返り，考

えを整理して，式と数直線の図を関連付けて考え

られるようになってきた(図 15)。 

 

 

 

 

 

図 15 式と図が一致してきた D 児の様子 

図 16 は，学んだことを生活の中に生かし，考

察した思考過程を，Chromebookを活用して可視化

している様子である。身の回りで使われている単

位量当たりの大きさを調べ，生活の中で適用し，

問題を解決することができていた。 

 

 

 

 

 

 

 

図 16 児童が Jamboardに，生活の中で単位量当たりの大

きさの考え方を活用している場面(実践２第９時） 

③ 考察 

実践１では，どう考えたのかが分かるように，

児童から出てきた言葉で思考過程を可視化した。

絵や図，言葉を基に考えていくことで，数学的な

見方・考え方を働かせて，差の捉え方と倍の捉え

方の違いに気付くことができた。 

実践２では，問題の構造を分かりやすく表すこ

とができるように，図を書く手順を可視化した。

可視化したことで，思考過程が整理され，数直線

の図を根拠に乗法から除法の式になることを理解

することができていたと考えられる。また，学習

した内容を生活の事象に適用し，考察の範囲を広

げていこうとする様子も見られた。 

このことから，思考過程を可視化していくこと

で，児童が自分の考えを整理しながら振り返るこ

とができ，数学的な見方・考え方を働かせて，考

察の範囲を広げていく上で効果的だったと考えら

れる。 

４ 事後調査 

(１) 計画 

 事後調査を表４のとおり実施した。 

表４ 事後調査計画 

ねらい 
児童の実態の変容をつかみ，今後の授業づく

りに生かす。 

対象 
仙台市立榴岡小学校 

第４学年 76名  第５学年 71名 

方法 評価問題 

内容 学習内容の理解，定着の確認 

調査日 
第４学年 令和３年 10月 13日 

第５学年 令和３年 12月 13日 

(２) 結果及び考察 

図 13 C児のノート(第１時・第４時) 

 

図 

１ｍ 

あたり 

１秒 

あたり 
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  授業実践後，学習内容の理解や定着の確認を

する評価問題を行った。 

 

 

 

 

 

 

図 18 第４学年 比較量，基準量，割合を求める問題 

 

 

 

 

 

 

図 19 第５学年 割合を求める問題 

図 18，図 19 より自ら数量関係を捉え，図に表

現できる児童が，109/147人(74%)と事前調査に比

べて 87 人増加した。誤答と無回答の児童も

19/147 人(13%)となり減少した。この結果から，

数量関係を捉えることができるようになり，問題

解決の思考過程を図や式，言葉で表現できるよう

になってきたことが読み取れる。 

本実践を通して，問いを持たせ，振り返りの工

夫を行ったことで，児童は数学的な見方・考え方

を働かせ，発展的に考えられるようになってきた

と推察される。 

しかし，数量関係を割合として見ることができ

ていない児童もいることから，数直線の図だけで

はなく，割合として捉えやすい教材の工夫も必要

だったと考えられる(図 19)。 

 

Ⅴ 研究のまとめ 

１ 研究の成果 

＜視点１＞ 問いを持たせる導入の工夫 

今回の実践を通して，児童の思考過程を予測し，

問題提示の順番を工夫したことで，児童に問いを

持たせることができた。児童に問いを持たせるこ

とで，目的が明確になり，見通しを持って問題解

決に取り組ませていく上で効果的であったと考え

られる。 

＜視点２＞ 振り返りの工夫 

思考過程や得られた結果について，教師が問い

返しの発問をすることで，既習の知識及び技能が

統合され，働かせるべき数学的な見方・考え方が

明確になった。その数学的な見方・考え方を働か

せて，主体的に問題解決に取り組み，さらに，考

察の範囲を広げていくことができた。児童が自ら

既習の内容を引き出し，数学的な見方・考え方を

働かせ，問題解決に取り組む様子も見られるよう

になった。(図 20)。 

 

 

 

 

 

 

図 20 学習感想（実践２） 

教師が既習の内容を引き出し，その思考過程を

図や式，言葉で可視化させた。また，児童が自分

の考えを整理しながら既習の内容を振り返ること

ができた。数学的な見方・考え方を働かせて，発

展的に考えていく上で効果的であったと考えられ

る。 

２ 今後の課題 

本研究では，問いを持たせる導入と振り返りの

工夫を通して，児童が数学的な見方・考え方を働

かせて，発展的に考えられるようになる上で一定

の成果が得られた。今後はさらに，児童がどこで

疑問や難しさを感じているのか，より深く実態を

把握し，問いを持たせる導入と振り返りの工夫を

行っていきたいと考える。また，「変化と関係」

の領域だけではなく，その他の領域においても，

効果的な手立てとなるのか検討し続けたい。 
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